
☆
昔
は
曲
詰
の
創
作
と
古
図
式
研
究
に
熱
中

最
近
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
出
版
に
熱
中

（
見
本
）

（
見
本
）

（
見
本
）

（
見
本
）

門
脇
芳
雄

門
脇
芳
雄

門
脇
芳
雄

門
脇
芳
雄

か

ど

わ

き

よ

し

お

２
四
金
、
同

玉
、
２
五
銀
、
１
三
玉
、

１
二
飛
、
同

歩
、
同
角
成
、
同

玉
、

２
二
桂
成
同

玉
Ａ

、
１
二
玉
、

１
四
桂

１
三
歩
、
同

玉
、
２
四
銀
打
１
二
玉
、

２
二
桂
成
同

玉
、
３
二
と
、
同

銀
、

２
三
銀
打
１
一
玉
、
２
一
桂
成
同

銀
、

同
角
成
、
同

玉
、
２
二
銀
打
迄

手
詰
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☆
昭
和

年
頃
「
２
０
０
１
」
と
言
う
週
刊

59

誌
の
様
な
月
刊
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
て
、
丁

度
２
年
間
そ
の
詰
将
棋
欄
を
担
当
し
ま
し
た
。

毎
月
半
頁
に
軽
い
文
章
と
詰
将
棋
を
載
せ
る

の
で
す
が
、
大
衆
相
手
だ
か
ら
簡
単
だ
ろ
う

と
引
き
受
け
た
ら
す
ぐ
に
文
章
の
書
く
タ
ネ

が
無
く
な
っ
て
閉
口
し
ま
し
た
。

本
題
は
そ
の
欄
に
「
棒
銀
」
と
題
し
て
発

表
し
た
作
品
で
詰
上
り
四
銀
が
一
本
棒
に
な

る
曲
詰
で
す
。
こ
の
四
銀
は
最
初
す
べ
て
玉

方
の
銀
だ
っ
た
も
の
で
、
一
枚
も
不
動
駒
が

な
い
の
が
自
慢
で
す
。
本
題
の
完
成
に
気
を

良
く
し
て
そ
の
後
「
四
金
詰
」
「
四
桂
詰
」

「
四
香
詰
」
な
ど
も
作
り
ま
し
た
。

一
般
大
衆
が
相
手
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
苦

心
を
し
て
も
意
味
な
い
だ
ろ
う
し
、
ほ
と
ん

ど
解
け
る
人
も
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
り

し
な
が
ら
も
、
肩
に
力
が
入
っ
て
独
り
相
撲

を
取
っ
て
い
る
様
な
気
分
で
し
た
。

手
順
の
大
部
分
は
強
引
な
駒
捌
き
で
す
が
、

手
目
、
Ａ

は
普
通
な
ら
３
四
桂
と

１
四
桂

11打
つ
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
だ
と
１
一
玉
以

下
そ
の
桂
が
角
利
き
の
邪
魔
に
な
る
の
で
、

と
非
能
率
な
方
か
ら
打
つ
の
が
ち
ょ

１
四
桂

１
四
桂

１
四
桂

１
四
桂

っ
と
洒
落
た
手
と
自
画
自
賛
し
て
い
ま
す
。

①
昭
和
９
年
１
月
９
日
、
②
川
崎
市
中
原
区

木
月
住
吉
町

ー

、
③
年
金
生
活
者
（
元
、

30

31

古
河
電
工
勤
務
）
、
④
安
井
上
夫
、
歩
桂
棋

人
、
芳
桂
生
、
⑤
詰
棋
界
昭

・
第
２
号
、

26

⑥
約

題
、
⑦
弱
い
初
段
、
⑧
東
洋
文
庫
の

150

「
詰
む
や
詰
ま
ざ
る
や
」
「
続
編
」
「
曲
詰

百
歌
仙
」
な
ど

冊
ぐ
ら
い
、
⑨
拙
著
「
詰

10

む
や
詰
ま
ざ
る
や
」
の
作
者
・
伊
藤
看
寿
、

⑩
最
近
の
凝
っ
た
作
品
の
構
想
は
ど
こ
ま
で

進
歩
す
る
の
か
ソ
ラ
恐
ろ
し
い
。
⑪
囲
碁
、

音
楽
、
読
書
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
一
杯

写
真
（
７
行
分
）

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １銀 歩

一 「
棒
銀
」
　
　
持
駒

　
飛
桂

銀銀

二

と桂

玉

三

角 角

銀

桂 四

金 五

六

七

八

九

「 ２０ ０１」 昭 59.4


